
コロナ感染症予防対策について 

(熱中症対策も含む) 

    

 

大会当日の運営について 

１ 会場での受付時  

（１） 各チーム保護者を含めて 30 名以内が会場へ入ることを許可する。 

 ※二日から最終日まで 1 週間ありますので、状況が変わりましたら人数制限も変わる可能性が

あります。 

（２）送迎用の自動車は各チーム７台までとし、自動車のフロント部分に駐車許可証  

を置くこと。(駐車許可証は県小連㏋よりダウンロード No.1～No.７)  

※指導者も台数に含む。  

（３） 当日の朝の検温結果を記したチェックシート(３０名分)を受付に提出する。  

※提出用の健康チェックシートは 25 名分ですので、2 枚使われて 30 名分にしてください。 

（４） 参加同意書（万一コロナが発生した場合は保護者の責任とする）を受付に提出する。 

（５） 試合開始時刻は 3 日間とも 9 時からにし、8 時に開場とします。 

※男子の初日は午前の部、午後の部と 2 部制になっています。午後の部は 13 時開場としますが、

午前の部の試合が終わり、チームが完全に体育館から出てから午後の部のチームが入るようにし

てください。午前の部の試合状況では開場時刻が変更になるかと思いますが、あらかじめご了承

ください。 

※最終日は午前中に男子の部の試合を行い、午後から女子の部の試合を行います。 

 ２ 試合前の練習について 

（１）合同練習  

・グリーンパルスなどの体育館は開場時刻からコート設営を行い、その後、監督会議を開きチー 

ムの練習を割り振る。それまでは自動車内に待機しておく。 

    ・小学校体育館は開場時刻までにコート設営を担当校が行い、開場時刻よりボールを使っての 

チーム練習ができる。尚、チーム練習は割り当てられた時間(２0 分間)のみできます。それ以 

外は反対コートでボールを使わずにアップをしてください。 

３ 試合時  

（１） 飛沫感染拡大防止のため電子ホイッスルを使用しても良い。 

※今大会用に配布したホイッスルカバーを使用する。 

（２） 試合中は試合に参加しているチームおよび審判で手伝っている選手・指導者以外は自動車内で

待機すること。  

（３） 熱中症対策のため、給水のためのテクニカルタイムアウトは各セット 7 点、14 点と 7 点の倍数で

行います。１，２セット目は両チームが 21 点になったときに 3 回目のテクニカルタイムアウトを

取ります。その後は両チームが 7 の倍数になったとき。尚、3 セット目については 1 回目が 8 点



（チェンジコート後 1 分間）、その後は両チームが 14 点になった場合、後は両チームが 21 点と 7

の倍数です。 

※テクニカルタイムアウトは 1 分間とします。 

（４） 当日はあらかじめ試合の設定時間を決めるのでそれに合わせて選手・保護者が動くようにする。  

（５） 選手同士のあいさつ及びキャプテンの審判へのあいさつは一礼のみとする。握手はしない。  

（６） セット終了後はチームスタッフがベンチを消毒後、チェンジコートをします。その後、2 分 30 秒

後に継ぎのセットを始めます。 

（７） ラインズマンのフラッグは試合間に握りの部分をアルコール消毒する。  

（８） ベンチにいる控え選手及び指導者はマスクを着用すること。 

（９） 試合間は 10 分間とする。 

(10)  保護者もマスクを着用し、応援は拍手のみでメガホン等を使って声を出す応援はしない。  

(11) 試合球はタイムアウトまたはセット間(試合間)にアルコールで消毒する。  

４ 試合間 

トイレ等に行く場合は体育館で入り口に備え付けのアルコール消毒液を使って各自消毒すること。 
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